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９
月
市
議
会
定
例
会

制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
条
例
議
案
５

件
・
・
・
可
決

▼
道
路
整
備
事
業
、
感
染
症
等
予
防

費
な
ど
に
つ
い
て
予
算
措
置
す
る

「
平
成
26
年
度
新
居
浜
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）」
な
ど
予
算

議
案
５
件
・
・
・
可
決

▼
「
新
居
浜
市
公
平
委
員
会
の
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
」
な
ど
人
事
議
案

２
件
・
・
・
同
意　
　
　
　
　
　

▼
「
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て
」
の
諮
問
１
件
・
・
・

異
議
な
い
旨
答
申

▼
「
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
の
認

定
議
案
２
件
・
・
・
継
続
審
査

▼
「
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
に
つ

い
て
」
な
ど
報
告
10
件

◎
議
員
提
出
分

▼
「
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
の
議
会
議

案
１
件
・
・
・
可
決

◎
請
願

▼
「
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
方
に
つ
い
て
」
の
請
願

１
件
・
・
・
採
択

▼
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣

議
決
定
に
抗
議
し
、
撤
回
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
方
に
つ
い
て
」
な
ど

請
願
３
件
・
・
・
継
続
審
査　

（
議
決
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
議
決

結
果
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

　

平
成
26
年
第
４
回
市
議
会
定
例

会
を
９
月
２
日
㈫
か
ら
９
月
19
日
㈮

ま
で
18
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し

た
。
今
議
会
で
は
、
次
の
議
案
な
ど

計
31
件
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し

た
。

◎
市
長
提
出
分

▼
予
讃
線
新
居
浜
駅
南
北
自
由
通
路

新
設
工
事
の
委
託
に
関
す
る
協
定
を

変
更
す
る
た
め
の
「
工
事
施
行
協
定

の
変
更
に
つ
い
て
」
の
一
般
議
案
１

件
・
・
・
可
決

▼
「
新
居
浜
市
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

　９月市議会定例会では、４つの常任委員会において、付託された議案の
審査を行いました。主な審査内容は次のとおりです。

 新居浜市税賦課徴収条例の一部を改正する条例
　 の制定

常任委員会審査内容

答

問

　農耕作業用のもので 77,600 円、その他の
もので、111,600 円、合計 189,200 円の増収
が見込まれます。

　小型特殊自動車に対する軽自動車税の税率
改正による、年間の増収見込みは？

答

新居浜市特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例の制定

　　　　　　　問
　待機児童を解消するために国が新しい法律を
作り、それに対応して市が国から給付を受ける
基準を定めるための条例です。

この条例の必要性は？　

答

問    駅南駐車場の収容台数と使用方法は？

   収容台数は 84 台、使用方法は、鉄道
やバスの利用者が一時駐車するパーク
アンドライド駐車場で、機械管理によ
るゲート式の料金システムを予定して
います。

　　　　　新居浜市駐車場条例の一部を改正する条例の制定　　　　　　　

新居浜駅南駐車場建設現場
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⑥
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー　

⑶
公
共
用
地
に
つ
い
て　
　
　
　
　

　

①
市
有
地
の
有
効
利
用　
　
　
　

　

②
民
有
地
（
借
地
）
へ
の
公
共
施

　

設
建
設　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑷
環
境
問
題
に
つ
い
て　
　
　
　
　

　

①
循
環
型
社
会
構
築　
　
　
　
　

　

②
代
替
フ
ロ
ン
の
回
収
実
態　
　

⑸
福
祉
問
題
に
つ
い
て　
　
　
　
　

　

①
地
域
医
療
・
介
護
の
法
改
正　

　

②
認
知
症
対
応　
　
　
　
　
　
　

⑹
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て　
　
　

　

　

９
月
市
議
会
定
例
会
で
は
、
９
月

９
日
㈫
か
ら
９
月
11
日
㈭
の
３
日
間

の
日
程
で
11
人
の
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
、
市
政
に
つ
い
て
、
市
長
を

は
じ
め
関
係
理
事
者
の
考
え
方
な
ど

を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

各
議
員
の
質
問
要
旨
は
次
の
と
お

り
で
す
（
質
問
順
に
掲
載
）。

【
９
月
９
日
㈫
】

　
　

   

⑴
本
市
の
経
済
に
つ
い
て　
　
　

　

①
地
元
経
済
界
の
景
気
動
向　
　

　

②
企
業
立
地　
　
　
　
　
　
　
　

　

③
新
居
浜
も
の
づ
く
り
ブ
ラ
ン
ド

　

④
も
の
づ
く
り
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　

⑤
に
い
は
ま
創
業
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

⑵
教
育
問
題
に
つ
い
て　
　
　
　
　

　

①
小
中
学
生
の
学
力
向
上　
　
　

　

②
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
活
用

　

③
教
育
力
の
向
上　
　
　
　
　
　

　

④
不
登
校
児
童
・
生
徒　
　
　
　

　

⑤
新
設
美
術
館
の
使
用
料　
　
　

９
月
市
議
会
定
例
会

  

一   

般   

質   

問
白
簱 

愛
一 

議
員

（
自
民
ク
ラ
ブ
）

⑴
学
童
保
育
に
つ
い
て　
　
　
　
　

　

①
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

　

②
小
中
学
校
の
配
置
と
義
務
教
育

　

の
役
割

⑵
水
道
会
計
の
適
正
化
に
つ
い
て　

　

①
瀬
戸
・
寿
上
水
道
問
題　
　
　

　

②
水
道
ビ
ジ
ョ
ン　
　
　
　
　
　

⑶
財
産
表
と
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

①
財
産
表　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

②
公
共
施
設
白
書　
　
　
　
　
　

⑷
定
員
管
理
に
つ
い
て　
　
　
　
　

　

大
條 

雅
久 

議
員

（
い
ず
み
会
）

　私立の保育士の給与補助と
いうことですが、金額と受領
の確認はどうするのですか？

問

▼一般下水路整備事業

　昭和 48 年に市の公共下水道
がスタートしたとき、時間当
たり 53 ミリの設定になってい
ます。

答

問 この事業の目的は？　

▼農家台帳等整備費

答　農業委員会の農地台帳などをデータ化し、国が整備する一元
的電子マップシステムに提供することで、全国の農地情報をイ
ンターネットで誰でも見ることができ、農地の集積、集約化が
図られ、農業の生産性の向上に資することを目的としています。

　当初予算での家具固定器具取付等委託料の想定世帯数は？

▼家具転倒防止等推進費

　１世帯当たり 1 万５千円
の委託料で、100 世帯分の
想定でしたが、当初の予想
を上回る申請があり、50 世
帯 分 を 追 加 し ま す。 ま た、
１世帯当たりの委託料が実
績では、１万円程度であり、
その単価で計算した 50 万円
を補正します。

▼保育士等処遇改善臨時特例
事業費

問

答

排水路の現在の降雨強度は？

                                         　   平成 26 年度新居浜市一般会計補正予算（第３号）
　　　　　　　

問
答

家具固定器具取り付け作業の様子

　今年度は保育士１人当たり
月額 9,345 円の計画です。賃
金台帳、決算書などで本人が
補助金を受領したことを確認
します。
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⑴
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生

に
つ
い
て

⑵
人
口
減
少
に
つ
い
て　
　
　
　

⑶
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て　
　

⑷
学
校
給
食
に
つ
い
て　
　
　
　

⑸
新
居
浜
市
中
学
校
選
択
制
度
に

つ
い
て

⑹
障
害
者
等
用
駐
車
場
に
つ
い
て

⑺
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て　
　
　
　

⑻
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
９
月
10
日
㈬
】

仙
波 

憲
一 

議
員

（
自
民
ク
ラ
ブ
）

岩
本 

和
強 

議
員

（
市
民
の
会
）

篠
原 

茂 

議
員

（
い
ず
み
会
）

水
田 

史
朗 

議
員

（
自
民
ク
ラ
ブ
）

髙
須
賀 

順
子 

議
員

（
無 

会 

派
）

藤
田 

幸
正 
議
員

（
無 

会 

派
）

⑴
イ
オ
ン
モ
ー
ル
今
治
進
出
に
つ
い
て

⑵
２
０
２
５
年
問
題
に
つ
い
て　
　

　

①
介
護
問
題　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ア
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム　

　
　

イ
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン　
　
　
　

　
　

ウ
介
護
保
険
料　
　
　
　
　
　

　

②
医
療
問
題　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ア
地
域
・
在
宅
医
療　
　
　
　

　
　

イ
国
民
健
康
保
険
料
、
後
期
高

　
　

齢
者
医
療
保
険
料　
　
　
　

⑴
学
校
給
食
に
つ
い
て　
　
　
　
　

⑵
介
護
保
険
に
つ
い
て　
　
　
　
　

⑶
東
南
海
・
南
海
地
震
に
つ
い
て　

　
⑴
人
口
減
少
時
代
の
政
策
に
つ
い
て

⑵
公
共
施
設
白
書
と
考
え
方
に
つ
い
て

⑶
行
政
改
革
と
人
材
確
保
に
つ
い
て

　
⑴
産
業
遺
産
群
の
保
存
・
整
備
と
活

用
に
つ
い
て

　

①
多
喜
浜
塩
田　
　
　
　
　
　
　

　

②
星
越
・
惣
開
ゾ
ー
ン　
　
　
　

　

③
旧
端
出
場
水
力
発
電
所　
　
　

　

④
東
平
ゾ
ー
ン　
　
　
　
　

【
９
月
11
日
㈭
】

大
石 

豪 

議
員

（
い
ず
み
会
）

⑴
こ
れ
か
ら
の
産
業
に
つ
い
て　
　

　

①
燃
料
電
池
の
可
能
性　
　
　
　

　

②
炭
素
繊
維　
　
　
　
　
　
　
　

⑵
下
水
道
事
業
に
つ
い
て　
　
　
　

　
⑴
市
民
の
幸
福
に
つ
い
て　
　
　
　

　

①
人
口
12
万
人
対
策　
　
　
　
　

　

②
石
川
市
長
の
幸
福
に
関
す
る
考

　

え
方

⑵
自
転
車
の
安
全
な
利
用
に
つ
い
て

　

①
小
中
学
生
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

　

②
高
校
生
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用　

⑶
本
市
の
教
育
に
つ
い
て　
　
　
　

　

①
全
国
学
力
テ
ス
ト
と
競
争　
　

　

②
あ
い
さ
つ
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り

　

③
生
き
る
喜
び
と
生
き
る
力　
　

⑷
芸
術
文
化
の
振
興
に
つ
い
て　
　

　

①
総
合
文
化
施
設　
　
　
　
　
　

　

②
新
居
浜
市
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

岡
崎 

溥 

議
員

（
無 

会 

派
）

⑴
子
育
て
応
援
市
政
に
つ
い
て　
　

　

①
中
学
生
の
歯
科
外
来
の
無
料
化

　

②
小
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
通

　

院
無
料
化　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

③
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
通

　

院
無
料
化　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑵
住
友
化
学
で
の
火
災
事
故
に
つ
い
て

　

①
鎮
火
に
３
日
間
、
現
場
検
証
に

　

13
日
間
の
問
題　
　
　
　
　
　
　

　

②
火
災
予
防
条
例
違
反　
　
　
　

　

③
今
後
の
対
策
と
親
会
社
の
責
任

⑶
集
団
的
自
衛
権
の
閣
議
決
定
に
つ

い
て

　

①
事
実
上
の
憲
法
改
悪　
　
　
　

　

②
立
憲
主
義
（
国
民
主
権
）
の
否
定

　

③
徴
兵
制
へ
の
お
そ
れ

⑴
地
域
と
連
携
し
た
学
校
教
育
に
つ

い
て

⑵
農
業
振
興
地
域
制
度
と
都
市
計
画

制
度
に
つ
い
て

藤
原 

雅
彦 

議
員

（
公
明
党
議
員
団
）

　

③
斎
場
の
改
修
・
建
て
か
え　
　

　

④
空
き
家
問
題　
　
　
　
　
　
　

　
　

ア
空
き
家
管
理
条
例　
　
　
　

　
　

イ
空
き
家
バ
ン
ク　
　
　
　
　

⑶
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
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◎
会
議
録
の
公
開
に
つ
い
て 

　

９
月
市
議
会
定
例
会
の
詳
し
い
内

容
は
、11
月
下
旬
以
降
、市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
本
会
議
会
議
録
」

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
各
公

民
館
、
各
支
所
、
別
子
銅
山
記
念
図

書
館
な
ど
で
会
議
録
の
閲
覧
が
で
き

ま
す
。

議
事
課　

☎
65
‐
１
３
２
１

　
　
　
　
　

65
‐
１
３
２
２

委
員
会
開
催
報
告

　

９
月
18
日
㈭
に
委
員
会
を
開
催

し
、
防
災
対
策
に
関
す
る
調
査
と
大

規
模
災
害
時
に
お
け
る
問
題
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
状
況
な
ど
に
つ
い

て
、
市
担
当
部
か
ら
聞
き
取
り
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
規
模
災

害
時
に
お
け
る
問
題
調
査
に
つ
い
て

は
、
広
島
市
大
規
模
土
砂
災
害
の
緊

急
消
防
援
助
隊
新
居
浜
隊
の
活
動
報

告
を
受
け
ま
し
た
。
援
助
隊
が
要
請

を
受
け
て
か
ら
出
動
す
る
ま
で
の
時

間
、
広
島
市
の
受
け
入
れ
態
勢
、
二

災
害
対
策
特
別
委
員
会

　

９
月
17
日
㈬
に
委
員
会
を
開
催

し
、
総
合
運
動
公
園
の
建
設
に
関
す

る
調
査
と
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促

進
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

総
合
運
動
公
園
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
経
緯
や
、
総
合
運
動
公
園

構
想
策
定
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え

方
、
策
定
に
向
け
て
の
今
後
の
見
通

し
や
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
市

担
当
部
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て

は
、
新
居
浜
駅
菊
本
線
、
郷
桧
の
端

線
、
西
町
中
村
線
の
３
路
線
に
つ
い

て
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

都
市
基
盤
・
道
路
網
整
備
促
進

特
別
委
員
会

▼
日
時　

11
月
20
日
㈭　

19
時
～
20
時
30
分

▼
会
場　

新
居
浜
ウ
イ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
３
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
内
容

⑴
議
会
報
告
（
議
会
審
議
状
況
な
ど
） 

⑵
意
見
交
換
（
議
会
や
市
政
に
つ
い

て
）

▼
当
日
は
、
手
話
通
訳
者
、
要
約
筆

記
者
を
配
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
事
前
申

込
制
で
実
施
し
ま
す
。
11
月
17
日
㈪

ま
で
に
議
事
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

産
業
・
観
光
振
興
対
策
特
別
委
員
会

　

９
月
９
日
㈫
に
委
員
会
を
開
催

し
、
委
員
長
の
互
選
を
行
い
ま
し
た
。

《
新
委
員
長
》　

山
本
健
十
郎 

委
員

昨年の市民との意見交換会

▼
特
別
委
員
会　

　

特
定
の
問
題
の
調
査
、
審
査

を
行
う
た
め
に
必
要
に
応
じ
て

設
置
さ
れ
る
委
員
会
で
す
。

　

新
居
浜
市
議
会
で
は
災
害
対

策
特
別
委
員
会
、
産
業
・
観
光

振
興
対
策
特
別
委
員
会
、
都
市

基
盤
・
道
路
網
整
備
促
進
特
別

委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ

か
当
初
予
算
と
決
算
審
査
の
際

に
、
予
算
と
決
算
の
特
別
委
員

会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

議
会
用
語
の
豆
知
識
③

◎
市
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継 

　

９
月
市
議
会
定
例
会
の
本
会
議
の

様
子
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継
を
行
っ

て
い
ま
す
。（
11
月
下
旬
ま
で
）

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い

『
市
民
と
の
意
見
交
換
会
』

を
開
催
し
ま
す

次
災
害
の
危

険
性
か
ら
退

避
命
令
が
３

回
出
た
現
場

で
の
行
動
な

郷桧の端線現地調査

ど
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
活

発
な
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。


